
第 380回数学検定 (2021.10.31実施)　 1級 1次：計算技能検定　解答例

※　本解答例は、概ね次のような構成になっています。

• 問題

問題文です。日本数学検定協会実施の、頭記の検定問題より引用させていただきました。

• ズルい解答
「数学的には」よくないけれど、時間を節約するためならなりふり構ってられない、という

解き方があれば、書きます。

• 普通の解答
数学的にまともで、また時間的に現実的な解き方です。ただし、若干省略して書いている場

合があります。本解答例のメインの部分です。

•（補足）
• コメント

１．

問題 次の等式を満たす整数 x をすべて求めなさい。

　
2

x− 1
+

4

x− 3
+

6

x− 5
+

8

x− 7
= x2 − 3x− 8

（正答率　 21.2％）　

ズルい解答

ズルを考えるよりも地道に代入していくだけの問題のようです。

普通の解答

左辺が整数になるのは、x = −1, 4 のときだけのようである。

x = −1 のとき （左辺）= −4 で等式は成り立つ。

x = 4 のとき （左辺）= −4 で等式は成り立つ。

（答） x = −1, 4

コメント

左辺が整数になりそうな x は −1 と、 1 から 7 の間にしかなさそうです。それだけ調べれば、

答えは得られるでしょう。

本当ならそのほかに解がないことを示さないといけないのですが面倒なだけなので、もう次の問

題へ行きましょう。



２．

問題 i を虚数単位とします。次の複素数の 2重根号を外した形であらわしたとき、実部が正で

あるものを求めなさい。√
−4− 2

√
2021 i

（正答率　 51.7％）　

ズルい解答

ズルは必要ないでしょう。

普通の解答

求める複素数を
√
α−

√
β i とおくと、α− β = −4 , αβ = 2021 .

これを満たすのは、α = 43, β = 47 .

（答）
√
43−

√
47 i

コメント

2021 の約数を探す問題だった、と言えるでしょう。少し時間はかかっても、慎重に処理したい

ところです。



３．

問題 R2 を実 2次元線形空間、R3 を実 3次元線形空間とします。R2 から R3 への線形写像 f

が

f

((
1
2

))
=

 3
−1
5

 , f

((
−1
1

))
=

 3
1
−2


を満たすとき、f を表す行列を求めなさい。

（正答率　 65.7％）　

ズルい解答

ズルを考えず、まともに取り組めば解けると思います。

普通の解答

f が線形写像であることから

f

((
3
0

))
=

−3
−3
9

 , f

((
1
0

))
=

−1
−1
3


f

((
0
3

))
=

6
0
3

 , f

((
0
1

))
=

2
0
1


すなわち求める行列は−1 2

−1 0
3 1

 …（答）

コメント

特に問題はないでしょう。焦らずに処理したいところです。



４．

問題 4次正方行列
−2 1 1 1
1 1 −1 1
1 −1 1 1
1 1 1 −2


の固有値を λ1, λ2, λ3, λ4 とするとき、次の問いに答えなさい。

1⃝ 和 λ1 + λ2 + λ3 + λ4 の値を求めなさい。

2⃝ 積 λ1λ2λ3λ4 の値を求めなさい。

（正答率　 44.0％）　

ズルい解答

ズルを考える問題ではないでしょう。

普通の解答

1⃝ 問題の行列を A とおくと

λ1 + λ2 + λ3 + λ4 = trA = −2 …（答）

2⃝
λ1λ2λ3λ4 = detA

=

∣∣∣∣∣∣∣∣
−2 1 1 1
1 1 −1 1
1 −1 1 1
1 1 1 −2

∣∣∣∣∣∣∣∣ =
∣∣∣∣∣∣∣∣
−2 1 1 1
3 0 −2 0
−1 0 2 2
3 0 0 −3

∣∣∣∣∣∣∣∣ = −

∣∣∣∣∣∣
3 −2 0
−1 2 2
3 0 −3

∣∣∣∣∣∣
= −[−18− 12 + 6] = 24 …（答）

コメント

これも難しくはなく、計算が面倒なだけです。



５．

問題 1, 2, 3, 4 の目があり、どの目も
1

4
の確率で出る正四面体のさいころが 2個あります。こ

の 2個のさいころ A, B を同時に振って、出た目の数の大きいほう（2個とも同じ目のときはその

目の数）を X、出た目の数の差を非負の数で表したものを Y とするとき、次の問いに答えなさい。

ただし、正四面体のさいころについては、底面に書かれた数を出た目の数とします。

1⃝ Y の分散 V (Y ) を求めなさい。

2⃝ X と Y の共分散 C(X,Y ) を求めなさい。

（正答率　 40.2％）　

ズルい解答

ズルが必要な問題とはいえません。

普通の解答

（さいころ A, B の出目と X,Y の値の関係は、各自表に書くなどして整理してください）

1⃝
E(Y ) =

0 + 1 + 2 + 3 + 1 + 0 + 1 + 2 + 2 + 1 + 0 + 1 + 3 + 2 + 1 + 0

16
=

5

4

E(Y 2) =
0 + 1 + 4 + 9 + 1 + 0 + 1 + 4 + 4 + 1 + 0 + 1 + 9 + 4 + 1 + 0

16
=

40

16

V (Y ) = E(Y 2)− E(Y )2 =
15

16
…（答）

2⃝
E(X) =

1 · 1 + 2 · 3 + 3 · 5 + 4 · 7
16

=
50

16
=

25

8

E(XY ) =
(1 + 2 + 3 + 4) · 0 + 2 · (2 + 3 + 4) · 1 + 2 · (3 + 4) · 2 + 2 · 4 · 3

16

=
18 + 28 + 24

16
=

70

16

C(X,Y ) = E(XY )− E(X)E(Y ) =
70

16
− 125

32

=
15

32
…（答）

コメント

計算は若干面倒だったかと思います。もし残った時間があれば、一度見直ししておきたいところ

です。



６．

問題 整級数

∞∑
n=0

(
n+ 3

n+ 2

)n2

xn

の収束半径を求めなさい。

（正答率　 14.0％）　

ズルい解答

時間がなければ、適当な数を書いておきましょう。また、x = 1 では明らかに収束しないことに

は注意しておきましょう。

普通の解答

ダランベールの収束判定法を用いる。∣∣∣∣∣∣∣
(

n+3
n+2

)n2

(
n+4
n+3

)(n+1)2

∣∣∣∣∣∣∣ =
(

(n+ 3)2

(n+ 2)(n+ 4)

)n2 (
n+ 3

n+ 4

)2n+1

=

(
1 +

1

(n+ 2)(n+ 4)

)n2 (
1− 1

n+ 4

)2n+1

−→ e · e−2 (n → ∞)

= e−1 …（答）

コメント

一見複雑そうに見える級数ですが、ある程度答えの見当がついた方もいらっしゃると思います。

できれば正解しておきたい問題と言えると思います。



７．

問題 次の累次積分を計算しなさい。

∫ 2

0

dy

∫ 2

y

x
√

x3 + 1 dx

（正答率　 18.1％）　

ズルい解答

ズルで正解できる問題ではありません。

普通の解答

積分順序の交換を行う。

（与式）=
∫ 2

0

dx

∫ x

0

dy x
√
x3 + 1 =

∫ 2

0

x2
√

x3 + 1 dx

=
1

3

[
2

3
(t+ 1)

3
2

]8
t=0

(t ≡ x3)

=
2

9
(27− 1) =

52

9
…（答）

コメント

順序交換に気が付けば、それほど難しくはなかったと思います。

今回は計算主体で難しいといえる問題はなく、いくぶん合格しやすい難易度ではなかったかと思

います。

（2021.12.12 追記）

今回の 1次の平均点は 2.5、合格率は 12.0％（推定）でした。
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